
広島大学学術情報リポジトリ
Hiroshima University Institutional Repository

Title
世界恐慌期インドネシアのバティック産業

Author(s)
赤崎, 雄一

Citation
史学研究 , 314 : 1 - 20

Issue Date
2023-03-31

DOI

Self DOI

URL
https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00055732

Right

Relation

https://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/00055732


　世界恐慌期インドネシアのバティック産業（赤崎）

1

は
じ
め
に

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
（
ロ
ウ
ケ
ツ
染
め
）
産
業
は
、
丁
字

入
り
た
ば
こ
産
業
と
共
に
、
国
を
代
表
す
る
「
民
族
産
業
」
と
し
て
理

解
さ
れ
て
い
る
。
経
済
面
で
は
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
期
か
ら
現
代
に
至
る

ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
を
支
え
、
文
化
面
で
は
二
〇
〇
九
年
、
ユ
ネ

ス
コ
に
よ
り
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
認
定
さ
れ
た（

1
（

。

　

バ
テ
ィ
ッ
ク
と
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
島
で
生
産
さ
れ
る
ロ
ウ

ケ
ツ
染
め
布
地
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
で
は
ジ
ャ
ワ
更
紗
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
元
来
、
バ
テ
ィ
ッ
クbatik

と
は
ジ
ャ
ワ
語
で
「
点
」、「
点
を

う
つ
」、「
印
を
つ
け
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た

語
と
言
わ
れ
る
［A

non. 1917:192

］。

　

中
部
ジ
ャ
ワ
地
方
に
お
け
る
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
基
本
的
な
製
作
過
程
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

世
界
恐
慌
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業

赤
　
　
崎
　
　
雄
　
　
一

　

① 

綿
布
の
下
処
理
：
綿
布
に
は
晒
綿
布
の
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
を
使
用

す
る
。
水
洗
い
、
灰
汁
と
油
に
浸
す
（nglojor

）
な
ど
の
行
程

の
後
、
乾
燥
、
裁
断
、
糊
付
け
を
行
い
、
表
面
を
滑
ら
か
に
す
る

た
め
木
製
ハ
ン
マ
ー
で
叩
く
（ngem

plong

）。

　

② 

ロ
ウ
置
き
：
鉛
筆
で
下
書
き
が
施
さ
れ
た
綿
布
の
上
に
ロ
ウ
を
置

く
。
片
面
の
ロ
ウ
に
よ
る
模
様
描
き
（ngengreng

）
の
後
、
反

対
側
に
も
同
じ
模
様
描
き
を
行
う
。
そ
の
後
、
両
面
と
も
防
染
し

た
い
部
分
を
ロ
ウ
で
ふ
せ
る
（nem

bok

）。
ロ
ウ
置
き
に
は
、

溶
か
し
た
ロ
ウ
を
細
い
管
に
通
し
て
出
す
道
具
チ
ャ
ン
テ
ィ
ン

canting

、
も
し
く
は
何
枚
も
の
銅
板
を
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
っ

た
模
様
に
ロ
ウ
を
つ
け
た
ス
タ
ン
プ
、
チ
ャ
ッ
プcap

が
使
用

さ
れ
る
。

　

③ 

青
（
藍
）
染
め
：
藍
の
入
っ
た
容
器
の
中
に
浸
す
（m

edel

）。

　

④ 

脱
ロ
ウ
：
一
部
の
ロ
ウ
を
削
り
落
と
す
（ngerok

）。
こ
れ
は
茶
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け
た
。

　

こ
の
続
き
に
あ
た
る
本
稿
で
は
、
世
界
恐
慌
期
の
激
変
す
る
世
界
経

済
に
お
い
て
、
進
出
を
加
速
さ
せ
る
日
本
製
綿
布
に
対
処
す
る
た
め
オ

ラ
ン
ダ
と
植
民
地
政
庁
が
出
し
た
輸
入
制
限
令
の
影
響
を
受
け
な
が

ら
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
が
ど
の
よ
う
に
発
展
を
続
け
た
の
か
と
い
う
問

題
を
主
要
な
生
産
地
で
あ
る
ス
ラ
カ
ル
タ
を
中
心
に
検
討
し
た
い（

2
（

。

Ⅰ
．
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
不
況

一
．
世
界
恐
慌
の
影
響

　

一
九
二
九
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ウ
ォ
ー
ル
街
で
の
株
価
大
暴
落
に

始
ま
る
世
界
恐
慌
は
、
一
次
産
品
輸
出
に
依
存
し
て
い
た
現
在
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

一
九
二
九
年
、
ス
マ
ト
ラ
、
ボ
ル
ネ
オ
で
の
ゴ
ム
、
森
林
生
産
物
な
ど

輸
出
用
作
物
の
価
格
が
暴
落
し
、
当
該
地
域
の
住
民
の
収
入
は
減
少
し

た
。
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
も
不
況
に
伴
う
農
産
物
価
格
の
低
下
は
深
刻
な

問
題
に
な
っ
た
。

　

一
九
三
〇
年
当
時
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
で
現
地
資
本
に
よ
る
代
表
的
な

産
業
と
し
て
成
長
し
て
い
た
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
は
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア

Batavia

、
チ
ル
ボ
ンCirebon

な
ど
西
部
ジ
ャ
ワ
で
一
七
五
四
社
、

ス
ラ
カ
ル
タ
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タJogyakarta

、
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン

Pekalongan

な
ど
中
部
ジ
ャ
ワ
で
二
三
四
七
社
、
ト
ゥ
ル
ン
ア
グ
ン

T
ulungagung

、
ポ
ノ
ロ
ゴPonorogo

な
ど
東
部
ジ
ャ
ワ
で
二
八
〇

社
、
合
計
四
三
八
四
社
が
操
業
し
、
労
働
者
約
一
万
七
千
人
を
雇
用
し

に
染
め
る
部
分
に
な
る
。

　

⑤ 
ロ
ウ
置
き
：
青
色
の
ま
ま
残
し
た
い
部
分
に
再
び
ロ
ウ
置
き
を
行

う
（m

bironi

）。

　

⑥ 

茶
（
ソ
ガ
）
染
め （njoga

）

　

⑦ 

脱
ロ
ウ
：
布
を
煮
沸
す
る
（m

babar

）。
ロ
ウ
が
溶
け
、
描
か
れ

た
模
様
が
現
れ
る
。

　

⑧ 

仕
上
げ
：
洗
い
、
灰
汁
に
浸
す
、
糊
付
け
、
乾
燥

　

こ
う
し
て
製
作
さ
れ
た
バ
テ
ィ
ッ
ク
は
、
腰
に
巻
く
筒
状
の
サ
ロ
ン

sarong

、
腰
に
巻
き
付
け
る
布
の
カ
イ
ン
・
パ
ン
ジ
ャ
ンkain 

panjang

、
女
性
用
肩
掛
け
の
ス
レ
ン
ダ
ンselendang

、
女
性
用
上

衣
で
あ
る
ク
ン
ベ
ンkem

ben

、
男
性
の
頭
に
つ
け
る
カ
イ
ン
・
ク
パ

ラkain kepala

な
ど
に
使
用
さ
れ
る
［K

retschm
er 1941 : 187-

188

］。

　

拙
稿
「
植
民
地
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
成
長
」［
赤

崎2020

］
で
は
、
一
九
世
紀
中
頃
か
ら
二
〇
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
バ

テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
成
長
に
つ
い
て
検
討
し
、
以
下
の
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
は
世
界
市
場
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
新
た
な

製
造
方
法
の
導
入
、
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
た
原
料
の
使
用
な
ど
の
変
革

を
進
め
、
こ
の
地
域
の
重
要
な
産
業
へ
と
成
長
し
た
。
第
一
次
世
界
大

戦
時
に
大
き
な
危
機
を
迎
え
た
が
、
不
況
下
に
あ
っ
て
も
ジ
ャ
ワ
に
住

む
人
々
の
生
活
を
支
え
る
重
要
な
産
業
で
あ
り
続
け
た
。
特
に
主
要
な

生
産
地
で
あ
る
ス
ラ
カ
ル
タSurakarta

で
は
、市
場
を
一
部
奪
わ
れ
、

生
産
量
を
減
ら
し
な
が
ら
も
、
伝
統
的
な
製
造
方
法
に
よ
る
高
品
質
な

バ
テ
ィ
ッ
ク
の
製
造
も
安
定
的
に
継
続
し
、
一
定
の
シ
ェ
ア
を
守
り
続
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た
。
特
に
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
、
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
な
ど
、
通
常
、
ジ
ャ
ワ
島

以
外
の
国
や
地
域
に
大
量
に
販
売
し
て
い
た
生
産
地
が
大
き
な
打
撃
を

受
け
た
。
バ
タ
ヴ
ィ
ア
は
か
つ
て
年
間
一
千
万
ギ
ル
ダ
ー
の
バ
テ
ィ
ッ

ク
を
ジ
ャ
ワ
島
外
に
移
出
し
て
い
た
が
、
一
九
三
二
年
は
わ
ず
か
数

十
万
ギ
ル
ダ
ー
と
な
っ
た
［K

retschm
er 1941 : 194

］［IV
 1933 : 

146

］［IV
 1939 : 168

］。

　

王
宮
由
来
の
伝
統
的
な
色
彩
と
モ
チ
ー
フ
を
使
用
し
、
バ
テ
ィ
ッ
ク

産
業
の
中
心
地
と
し
て
知
ら
れ
る
王
侯
領
ス
ラ
カ
ル
タ
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ

カ
ル
タ
で
も
不
況
の
影
響
を
強
く
受
け
た
。
住
民
の
購
買
力
の
低
下
に

よ
り
安
価
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
へ
の
需
要
が
高
ま
り
、
他
の
生
産
地
と
の
競

争
が
激
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
不
況
期
、
唯
一
生
産
量
を
伸
ば
し

た
産
地
が
ポ
ノ
ロ
ゴ
で
あ
る
。
ポ
ノ
ロ
ゴ
で
は
、
ジ
ャ
ワ
人
企
業
が
、

原
料
と
し
て
晒
綿
布
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
で
は
な
く
低
品
質
の
グ
レ
イ
と

呼
ば
れ
る
未
晒
綿
布
を
使
用
し
、
周
辺
の
村
の
賃
金
労
働
者
に
よ
る

チ
ャ
ッ
プ
を
多
用
し
た
バ
テ
ィ
ッ
ク
を
生
産
し
て
い
た
。
染
料
に
つ
い

て
も
ス
ラ
カ
ル
タ
で
茶
染
め
に
使
用
さ
れ
る
ソ
ガ
染
料
は
使
用
せ
ず
、

異
な
る
植
物
染
料kened

を
使
用
し
、
わ
ず
か
二
日
間
で
染
色
し
て

い
た
。
そ
れ
が
八
〜
一
四
日
間
が
染
色
に
必
要
な
「
ソ
ガ
染
め
」
と
い

う
名
で
各
地
に
販
売
さ
れ
、安
価
で
あ
る
た
め
人
気
に
な
っ
た
。
た
だ
、

す
ぐ
に
変
色
す
る
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
。
こ
の
ポ
ノ
ロ
ゴ
産
バ

テ
ィ
ッ
ク
は
東
部
ジ
ャ
ワ
か
ら
中
部
ジ
ャ
ワ
に
拡
大
し
、ス
ラ
カ
ル
タ
、

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
内
に
ま
で
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
ラ
カ
ル

タ
で
生
産
さ
れ
る
平
均
価
格
二
ギ
ル
ダ
ー
の
晒
綿
布
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク

を
使
用
し
た
バ
テ
ィ
ッ
ク
が
、
〇
・
六
ギ
ル
ダ
ー
以
下
の
ポ
ノ
ロ
ゴ
産

て
い
た
。
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
状
況
は
住
民
の
家
計
を
支
配
す
る
農
業

の
結
果
に
密
接
に
関
係
す
る
と
い
わ
れ
る
。
住
民
の
購
買
力
の
低
下
が

バ
テ
ィ
ッ
ク
販
売
量
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
一
九
三
一
年 

、
三
二
年

の
原
料
綿
布
の
消
費
量
は
二
九
年
の
八
三
％
、
七
六
％
に
ま
で
減
少
し

表２　バティック業における綿布の消費量（1000ヤード）

年度 キャンブリック グレイ 合計
1926 108440 14162 122602
1927 115742 20634 136376
1928 120160 15500 135660
1929 122841 19000 141841
1930 103119 14990 118109
1931  89082 19011 108093
1932  87548 25394 112942
1933 100548 27449 127997
1934  85549 38918 124467
1935  68746 31978 100724
1936 100800 32400 133200
1937 129900 28800 158700
1938  96200 23800 120000

［IV　1939：168]

表１　地域別バティック企業数（1930年）

現地人 華人 アラブ人 西洋人 合計
西部ジャワ 1472 285 1757
中部ジャワ 1804 418 113 12 2347
東部ジャワ  239  24  17  280
ジャワ全体 3515 727 130 12 4384

［Angelino 1931：173]
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ア
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た（

4
（

。
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
銀
行
、
大
手
商

社
、
財
閥
系
企
業
な
ど
が
東
イ
ン
ド
主
要
都
市
に
支
店
、
営
業
所
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、日
本
製
品
の
販
売
網
が
強
化
さ
れ
た
。
そ
れ
に
加
え
、

一
九
三
一
年
一
二
月
、
日
本
で
金
輸
出
再
禁
止
の
措
置
が
な
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
円
が
低
落
し
、
一
九
三
一
年
百
円
に
つ
き
一
二
二
ギ
ル
ダ
ー

だ
っ
た
レ
ー
ト
が
、
三
二
年
に
は
六
九
ギ
ル
ダ
ー
と
な
っ
た
。
こ
う
し

て
一
九
三
二
年
以
降
安
価
に
な
っ
た
日
本
製
綿
製
品
が
急
速
に
か
つ
大

量
に
蘭
領
東
イ
ン
ド
市
場
に
流
入
し
た
。

　

表
２
か
ら
、
三
〇
年
代
前
半
、
日
本
製
が
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
占
め

る
未
晒
綿
布
グ
レ
イ
の
使
用
が
さ
ら
に
増
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

の
中
で
も
グ
レ
イ
・
シ
ャ
ー
チ
ン
グgray shirting

、
つ
ま
り
三
巾

金
巾
が
二
〇
年
代
か
ら
並
級
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
の
代
用
品
と
し
て
低
品

質
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
輸
入
綿
布
全
体
の

三
〇
％
ほ
ど
を
占
め
る
最
重
要
商
品
、
晒
綿
布
で
も
、
日
本
製
晒
綿
布

の
輸
入
が
一
九
二
九
年
か
ら
増
加
し
、
一
九
三
三
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
製

を
抜
い
て
そ
の
シ
ェ
ア
は
七
七
・
三
％
と
な
っ
た
。
晒
綿
布
の
中
で
も

バ
テ
ィ
ッ
ク
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
は

日
本
製
の
シ
ェ
ア
が
八
一
％
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
主

要
な
生
産
地
で
あ
る
ス
ラ
カ
ル
タ
と
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
最
も
多
く

供
給
さ
れ
て
い
た
［
村
山1986 :88

］［
杉
山1990 :95-98

］［
増
田；

後
藤1977 : 132

］［
大
阪
市
役
所
産
業
部
調
査
課1934 :1

］。

　

統
計
上
、
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
は
一
平
方
イ
ン
チ
の
糸
数
に
よ
り
次
の

四
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
①
高
級prim

issim
a

が
五
六
本
以
上
、
②

上
級prim

a
が
四
六
―
五
五
本
、
③
中
級
が
三
六
―
四
五
本
、
④
並

未
晒
綿
布
グ
レ
イ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
に
市
場
で
敗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

［IV
 1932 : 142

］［A
ngelino 1931 : 77;80

］［V
olksraad 1935-36 

: 1779
］。

　

一
九
三
〇
年
代
前
半
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
景
気
後
退
の
原
因
と
し

て
、
服
装
に
つ
い
て
の
流
行
の
変
化
も
考
え
ら
れ
る
。
男
性
、
女
性
共

に
腰
巻
き
布
と
し
て
使
用
す
る
サ
ロ
ン
、
カ
イ
ン
・
パ
ン
ジ
ャ
ン
に
は

従
来
バ
テ
ィ
ッ
ク
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
西
欧
文
化
に
接
す

る
機
会
が
多
い
西
部
ジ
ャ
ワ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
く
住
民
な
ど

に
つ
い
て
は
、
サ
ロ
ン
と
頭
巾
か
ら
パ
ン
ツ
と
帽
子
へ
の
移
行
が
進
ん

で
い
た
。
ま
た
、
都
市
部
、
特
に
東
部
ジ
ャ
ワ
の
都
市
、
都
市
周
辺
部

で
は
バ
テ
ィ
ッ
ク
で
は
な
く
格
子
柄
の
縞
サ
ロ
ン
を
使
用
す
る
男
性
が

増
加
し
た
。
さ
ら
に
安
価
な
日
本
製
縞
サ
ロ
ン
の
輸
入
が
増
加
し
た
こ

と
が
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た（

3
（

［
台
湾
総
督
官
房
外
事
課 1935 :26

］

［Soerachm
an 1933

］。

二
．
日
本
製
綿
布
の
急
拡
大

　

こ
の
時
期
、
不
況
に
苦
し
む
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
で
原
料
と
し
て
積
極

的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
日
本
製
綿
布
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
代
初
頭
、日
本
の
綿
布
輸
出
に
お
い
て
蘭
領
東
イ
ン
ド
は
、

ア
メ
リ
カ
、満
州
、イ
ン
ド
に
次
い
で
第
四
位
の
重
要
市
場
に
な
っ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
期
よ
り
三
井
物
産
な
ど
日
本
の
主
要
商
社
は
蘭
領
東

イ
ン
ド
貿
易
に
進
出
し
、
綿
製
品
の
売
り
込
み
を
行
っ
て
い
た
。
未
晒

綿
布
に
つ
い
て
は
、
一
九
一
八
年
に
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
を
抜
い
て

日
本
が
輸
出
国
一
位
と
な
り
、
二
〇
年
代
末
に
は
八
〇
％
以
上
の
シ
ェ
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そ
の
間
に
位
置
す
る
並
級
の

需
要
が
減
少
し
た
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
〇
年

代
前
半
の
不
況
時
、
未
晒
綿

布
を
使
用
し
た
安
価
な
バ

テ
ィ
ッ
ク
が
流
行
し
た
こ
と

を
述
べ
た
が
、
日
本
製
の
流

入
が
価
格
を
下
げ
た
こ
と
も

あ
り
、
三
四
年
ま
で
は
上
級

キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
を
使
用
し

た
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
需
要
が
な

お
高
か
っ
た
こ
と
も
表
４
か

ら
確
認
で
き
る
［Saroso 

1951 : 173-176

］。

　

日
本
製
綿
布
の
急
拡
大
は

蘭
領
東
イ
ン
ド
の
バ
テ
ィ
ッ

ク
産
業
の
需
要
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
が
、

日
本
製
綿
製
品
が
他
の
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
に
も
拡
大
し
た

こ
と
は
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業

と
っ
て
負
の
側
面
に
も
な

る
。
世
界
恐
慌
前
、
プ
カ
ロ

ン
ガ
ン
と
バ
タ
ヴ
ィ
ア
だ
け

級
が
三
五
本
以
下
で
あ
る
。
高
級
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
は
オ
ラ
ン
ダ
製
、

イ
ギ
リ
ス
製
が
独
占
状
態
を
続
け
て
い
た
が
、
上
級
、
中
級
、
並
級
で

は
日
本
製
が
追
い
越
し
、
一
九
三
二
年
に
八
〇
％
以
上
を
占
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。
特
に
ス
ラ
カ
ル
タ
で
バ
テ
ィ
ッ
ク
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ

る
上
級
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
は
、
恐

慌
期
で
あ
り
な
が
ら
、
輸
入
量
が

一
九
二
七
年
の
四
六
二
四
・
八
万

ヤ
ー
ド
か
ら
一
九
三
三
年
に

四
九
六
一
・
七
万
ヤ
ー
ド
へ
と
増

加
し
、
輸
入
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
全

体
で
の
割
合
も
一
九
二
七
年
の

三
九
・
七
％
か
ら
三
三
年
に

四
九
・
三
％
へ
と
増
加
し
た
。
そ

の
原
因
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
ク
ラ
ス

の
日
本
製
の
輸
入
が
急
増
し
た
た

め
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
並
級

キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
の
輸
入
量
は

一
九
三
二
年
か
ら
三
四
年
に
か
け

て
減
少
し
た
。
こ
れ
は
、
よ
り
安

価
な
日
本
製
未
晒
綿
布
の
輸
入
が

急
増
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
上
の

ク
ラ
ス
で
あ
る
上
級
、
中
級
キ
ャ

ン
ブ
リ
ッ
ク
の
価
格
が
日
本
製
の

急
増
に
よ
り
低
下
し
た
こ
と
で
、

表４　ジャワ・マドゥラのキャンブリック輸入量（1000ヤード）

年度 並級 中級 上級 高級 合計
1927 11504  9.8% 51607 43.9% 46248 39.3% 8300 7.1% 117659
1932 10317 11.8% 30591 35.0% 44356 50.8% 2062 2.4%  87326
1933  8435  8.4% 40383 40.2% 49617 49.3% 2113 2.1% 100548
1934  5079  5.9% 43535 50.9% 34199 40.0% 2735 3.2%  85548
1935  5821  8.5% 49158 71.5% 12031 17.5% 1738 2.5%  68748
1936 11960 17.9% 43228 64.8% 10649 16.0%  914 1.4%  66751
1937 32016 22.5% 88953 62.6% 18363 12.9% 2713 1.9% 142045
1938  9039  7.9% 84642 73.6% 17905 15.6% 3457 3.0% 115043

[Saroso 1951：173]

表３　ジャワのキャンブリックの輸入量（1000ヤード）

年度 輸入量合計 オランダ 日本
1929 122840 101178 82.3％  4367  3.6％
1930 103120  89212 86.4％  7439  7.2％
1931  89089  73983 83 　％ 12365 13.9％
1932  87550  53389 60.9％ 31282 35.8％
1933 100657  16772 16.7％ 82327 82.3％
1934  86086  30523 35.4％ 54251 63 　％
1935  69013  41938 60.9％ 26301 38.1％

[ 龍寶 1936：521]
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関
し
て
産
出
国
の
比
率
を
定
め
る
一
時
的
割
当
制
度
の
実
施
を
蘭
領
東

イ
ン
ド
総
督
に
陳
情
し
、
六
月
に
は
オ
ラ
ン
ダ
植
民
大
臣
に
も
陳
情
し

た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
紡
織
工
四
万
人
か
ら
も
失
業
者
が
増
加
し
て
い
る
と

植
民
地
政
庁
に
訴
え
が
あ
っ
た
［
南
洋
協
会 1933 :19

］［
杉
山1990 : 

100

］。

　

一
九
三
三
年
九
月
、
非
常
時
輸
入
制
限
令
が
公
布
さ
れ
た
。
世
界
恐

慌
以
来
の
輸
入
に
お
け
る
異
常
な
変
化
に
対
し
て
国
内
産
業
と
市
場
を

保
護
す
る
た
め
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
政
庁
に
輸
入
制
限
の
施
行
権
限
を
付

与
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
二
月
、
日
蘭
両
国
の
綿
業
業
者
に
よ
る
民
間

会
商
が
ハ
ー
グ
で
行
わ
れ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
民
間
に
よ
る
交
渉
が

な
さ
れ
た
が
、
三
四
年
二
月
、
非
常
時
輸
入
制
限
令
に
基
づ
き
、
サ
ロ

ン
輸
入
制
限
令
が
発
布
さ
れ
、
サ
ロ
ン
類
と
そ
の
原
料
と
な
る
縞
織
物

の
綿
布
二
種
の
輸
入
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
輸
入
総
量
を
日

本
製
品
が
増
加
す
る
以
前
の
一
九
三
〇
年
輸
入
量
の
八
〇
％
に
制
限

し
、
そ
の
中
で
オ
ラ
ン
ダ
製
品
に
二
七
・
六
％
の
優
先
的
割
当
が
与
え

ら
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
輸
入
業
者
に
は
輸
入
許
可
証
の
取
得
が

必
要
と
さ
れ
、
こ
の
取
得
要
件
に
つ
い
て
も
一
九
三
〇
年
が
基
準
と

な
っ
た
た
め
に
日
本
人
輸
入
商
は
大
き
な
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
［
東
亜
研
究
所1943 : 52-60 

］［
村
山1986 : 91-95

］。

　

日
蘭
両
国
に
と
っ
て
最
大
の
懸
案
事
項
で
あ
る
晒
綿
布
に
つ
い
て

も
、
三
四
年
二
月
に
晒
綿
布
輸
入
制
限
令
が
公
布
さ
れ
た
。
同
年
三
月

か
ら
一
二
月
ま
で
の
輸
入
量
を
限
定
し
、
オ
ラ
ン
ダ
製
の
優
先
的
割
当

を
晒
綿
布
全
体
に
つ
い
て
は
五
〇
％
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
原
料
と
し
て
使
用

す
る
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
六
一
％
と
し
、
そ
れ
以
外
の
枠
内

で
月
に
二
百
万
ギ
ル
ダ
ー
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
が
海
外
に
輸
出
さ
れ
て
い

た
。
輸
出
の
大
部
分
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に

タ
イ
に
向
か
う
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
の
タ
イ
で
は
日
本
産
イ
ミ
テ
ー

シ
ョ
ン
バ
テ
ィ
ッ
ク
が
大
量
に
流
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
蘭
領
東
イ
ン

ド
産
バ
テ
ィ
ッ
ク
と
激
し
い
競
争
に
な
っ
た
。
蘭
領
東
イ
ン
ド
か
ら
の

バ
テ
ィ
ッ
ク
の
輸
出
は
一
九
三
二
年
か
ら
三
五
年
に
か
け
て
減
少
し
、

特
に
タ
イ
へ
の
輸
出
は
、
一
九
三
二
年
に
五
四
万
七
六
六
七
キ
ロ
、

三
三
年
に
五
〇
万
三
三
二
二
キ
ロ
、
三
四
年
に
四
七
万
八
三
キ
ロ
、

三
五
年
に
三
七
万
七
三
三
〇
キ
ロ
と
年
々
後
退
し
て
い
る

［Soerachm
an 1933

］［IV
 1936 : 140

］。

Ⅱ
．
輸
入
制
限
令
と
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業

一
．
輸
入
制
限
令

　

一
九
三
二
年
以
降
、
日
本
製
品
が
蘭
領
東
イ
ン
ド
市
場
に
急
増
し
た

こ
と
で
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
保
護
貿
易
の
傾
向
を
強
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
当
時
、
オ
ラ
ン
ダ
本
国
で
生
産
さ
れ
た
輸
出
用
綿
布
の
約
五
割
、

特
に
晒
綿
布
に
つ
い
て
は
約
八
割
が
蘭
領
東
イ
ン
ド
に
向
け
ら
れ
て
お

り
、
ト
ゥ
エ
ン
テ
を
中
心
と
す
る
オ
ラ
ン
ダ
綿
業
に
と
っ
て
こ
の
植
民

地
は
存
続
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
市
場
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
日
本
製
晒
綿
布
の
拡
大
に
よ
っ
て
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
製

晒
綿
布
の
シ
ェ
ア
は
三
一
年
の
八
三
％
か
ら
、
三
二
年
の
六
一
％
、

三
三
年
の
一
七
％
へ
と
急
落
し
た
。
危
機
感
を
抱
い
た
オ
ラ
ン
ダ
本
国

の
綿
業
者
は
、
一
九
三
二
年
一
月
、
緊
急
手
段
と
し
て
、
綿
布
輸
入
に
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一
は
到
着
後
す
ぐ
に
声
明
を
出
し
、
日
本
製
品
が
質
と
価
格
の
両
面
か

ら
蘭
領
東
イ
ン
ド
住
民
の
生
活
必
需
品
へ
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
で
こ

の
地
の
住
民
に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
と
訴
え
、
両
国
の
利
益
を
損
な
う
輸

入
制
限
令
に
遺
憾
の
意
を
表
明
し
た
［A

lgem
een handelsblad 

N
ederlandsch-Indië 04-06-1934

］。
植
民
地
の
住
民
に
訴
え
る
こ

と
で
、
オ
ラ
ン
ダ
本
国
と
植
民
地
の
世
論
を
分
断
さ
せ
、
交
渉
を
有
利

に
運
ぼ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

実
際
、
日
蘭
会
商
の
直
前
、
ス
ラ
カ
ル
タ
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
、

プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
代
表
団
が
輸
入
制
限
令
に
つ
い
て

東
イ
ン
ド
評
議
会
副
会
長
メ
イ
エ
ル
・
ラ
ン
ネ
フ
トM

eijer Ranneft

と
会
談
し
て
い
た
。
企
業
代
表
団
は
政
治
的
な
理
由
で
日
本
製
綿
布
の

輸
入
を
制
限
す
る
こ
と
に
反
対
の
意
を
示
し
、
日
本
製
を
制
限
し
、
オ

ラ
ン
ダ
製
の
輸
入
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
晒
綿
布
の
市
場
価
格
が
高
騰

し
て
い
る
と
訴
え
た
と
い
う
［GK

BI 2009 : 48

］。

　

六
月
八
日
か
ら
始
ま
っ
た
交
渉
で
は
、
日
本
製
綿
製
品
に
対
す
る
制

限
、
綿
製
品
を
取
扱
う
業
者
の
割
当
、
日
本
の
ジ
ャ
ワ
糖
の
輸
入
に
関

す
る
問
題
が
主
な
議
題
と
な
り
、
一
二
月
二
一
日
ま
で
行
わ
れ
た
。
互

い
に
歩
み
寄
り
を
み
せ
た
結
果
、
①
輸
入
総
量
の
基
準
を
三
三
年
の
実

績
か
ら
二
割
減
ず
る
こ
と
、②
輸
入
商
社
の
資
格
規
定
を
緩
和
し
て「
欧

州
人
商
業
組
合
に
加
入
し
て
い
る
か
否
か
」
を
問
題
と
し
な
い
こ
と
、

③
日
本
人
貿
易
商
社
へ
の
割
当
を
蘭
印
総
輸
入
量
の
二
五
％
に
す
る
こ

と
、
と
い
う
合
意
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
三
七
年
四
月
、
日
蘭
通
商
仮
協
定
つ
ま
り
石
沢
・
ハ
ル
ト

協
定
が
成
立
し
、
こ
れ
ま
で
に
合
意
さ
れ
た
内
容
が
追
認
さ
れ
、
日
本

だ
け
に
日
本
製
品
の
輸
入
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
輸
入
を
行

う
に
は
輸
入
許
可
証
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
取
得
に
つ
い
て
、
①

一
九
三
四
年
一
月
一
日
現
在
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
輸
入
業
者
組
合
の
組
合
人

に
し
て
か
つ
蘭
領
東
イ
ン
ド
内
に
あ
る
公
認
の
欧
州
人
商
業
組
合
に
十

個
以
上
加
入
し
て
い
る
も
の
、
②
①
の
九
個
以
下
の
組
合
に
加
入
す
る

も
の
、
③
①
の
組
合
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
、
に
区
分
さ
れ
、

輸
入
許
可
数
量
の
六
割
が
①
の
資
格
、
三
割
が
②
の
資
格
、
一
割
が
③

の
資
格
に
付
与
さ
れ
る
と
し
た
［
南
洋
協
会1934b : 38-41

］。

　

バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
は
、一
九
三
三
年
に
日
本
人
輸
出
入
卸
業
者
一
六
社
、

小
売
商
四
七
社
、
そ
の
他
の
台
湾
銀
行
、
横
浜
正
金
銀
行
な
ど
七
〇
社

が
参
加
し
て
バ
タ
ヴ
ィ
ア
商
業
協
会
が
設
立
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

上
記
の
条
件
で
は
、
三
井
物
産
の
み
が
②
に
属
し
、
他
は
③
に
該
当
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
輸
入
制
限
令
の
目
的
は
、
日
本
製
晒
綿
布
の

輸
入
と
日
系
輸
入
業
者
の
活
動
を
制
限
す
る
こ
と
で
、
オ
ラ
ン
ダ
綿
工

業
を
保
護
し
、
オ
ラ
ン
ダ
系
輸
入
業
者
に
日
本
製
を
含
め
た
取
引
機
会

を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
一
九
三
三
年
の
晒
綿
布
輸
入
に
お
け

る
取
引
の
実
績
は
日
本
商
社
四
八
％
、
オ
ラ
ン
ダ
商
社
五
二
％
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
制
限
令
に
よ
っ
て
日
本
商
社
の
取
引
が
二
二
％
、
オ
ラ
ン

ダ
商
社
が
七
八
％
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
［
杉
山1990 : 97-98

］

［
籠
谷2000 : 349-353

］［
村
山1986 : 100-101

］。

二
．
日
蘭
会
商

　

一
九
三
四
年
六
月
、
日
蘭
両
国
は
民
間
交
渉
に
続
き
、
政
府
間
の
貿

易
交
渉
を
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
開
始
し
た
。
日
本
側
の
代
表
で
あ
る
長
岡
春
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の
産
業
に
最
終
的
な
一
撃
を
与
え
て
い
る
。」

「
様
々
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
が
す
で
に
閉
鎖
さ
れ
て
お
り
、
結
果

的
に
失
業
者
が
政
府
の
輸
入
制
限
の
方
策
に
よ
っ
て
か
な
り
増
加

し
て
い
る
。
明
ら
か
に
こ
れ
は
ト
ゥ
エ
ン
テ
の
労
働
者
の
支
援
を

意
図
的
に
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
お
そ
ら
く
成

功
し
た
が
、そ
の
結
果
、こ
こ
で
新
し
い
失
業
者
を
生
ん
で
い
る
。」

［V
olksraad 1934-35 : 188

］

　

ス
カ
ル
ジ
ョSukardjo W

iryopranoto

議
員
、
カ
シ
モIgnatius 

Joseph K
asim

o

議
員
、
ス
ロ
ソR. Pandji Soeroso

議
員
は
、
蘭

領
東
イ
ン
ド
住
民
の
生
活
を
守
る
た
め
晒
綿
布
な
ど
日
本
製
へ
の
輸
入

制
限
を
見
直
す
よ
う
提
案
し
た
。

「
晒
綿
布
、
色
綿
布
の
サ
ロ
ン
、
陶
器
な
ど
、
住
民
の
生
活
必
需

品
に
対
す
る
輸
入
制
限
令
に
お
い
て
、
そ
の
輸
入
業
者
割
当
の
見

直
し
と
新
し
い
輸
入
業
者
が
よ
り
大
き
な
割
当
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
」［V

olksraad 1934-35 : 1012

］

　

こ
の
よ
う
に
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ラ
ー
ト
の
現
地
人
議
員
か
ら
は
こ
の
政

策
が
蘭
領
東
イ
ン
ド
経
済
を
実
際
に
守
る
た
め
の
も
の
か
と
い
う
疑
問

が
提
示
さ
れ
た
。
政
庁
、
オ
ラ
ン
ダ
系
議
員
は
こ
れ
ら
の
意
見
に
対
し

て
異
議
を
述
べ
て
い
た
が
、
現
地
人
議
員
を
納
得
さ
せ
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
論
争
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
綿
産
業
、
オ
ラ
ン
ダ
系

が
ジ
ャ
ワ
糖
な
ど
蘭
領
東
イ
ン
ド
の
商
品
の
輸
入
を
促
進
す
る
こ
と
も

定
め
ら
れ
た
［
籠
谷2000 : 374-378 ; 389-390

］。

三
．
フ
ォ
ル
ク
ス
ラ
ー
ト
で
の
意
見

　

日
本
製
綿
製
品
に
対
す
る
輸
入
制
限
令
は
植
民
地
社
会
で
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
蘭
領
東
イ
ン
ド
で
発
行
さ

れ
て
い
る
一
部
の
新
聞
は
、
日
蘭
会
商
以
前
か
ら
、
関
税
の
問
題
は
オ

ラ
ン
ダ
本
国
の
利
益
と
蘭
領
東
イ
ン
ド
生
産
者
の
利
益
の
二
つ
の
立
場

か
ら
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
本
国
の
綿
産
業
を
救
済
す
る
た

め
蘭
領
東
イ
ン
ド
が
一
方
的
に
不
利
益
を
被
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
た

［
越
田1933 : 6-7

］［Soerabaijasch handelsblad 25-06-1932

］ ［
姉

歯1932 : 3-4

］。

　

こ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
の
動
き
に
呼
応
し
、
植
民
地
総
督
の
諮
問
会

議
で
あ
る
フ
ォ
ル
ク
ス
ラ
ー
トV

olksraad

で
も
現
地
人
議
員
を
中

心
に
輸
入
制
限
令
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
様
々
な
質

問
、
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

ウ
ィ
ウ
ォ
ホW

iw
oho Purbohadidjojo

議
員
は
、
晒
綿
布
輸
入

制
限
令
が
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
を
後
退
さ
せ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ト
ゥ
エ
ン

テ
の
労
働
者
救
済
の
た
め
に
植
民
地
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
労
働
者
が
犠
牲
に

な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

「
晒
綿
布
輸
入
制
限
令
は
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
価
値
を
大
幅
に
低

下
さ
せ
た
。
バ
テ
ィ
ッ
ク
業
界
が
す
で
に
恐
慌
に
苦
し
ん
で
い
る

中
、
原
材
料
に
対
す
る
輸
入
制
限
令
は
不
安
定
な
状
況
に
あ
る
こ
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ブ
リ
ッ
ク
で
は
な
く
未
晒
綿
布

を
使
用
し
て
安
価
な
バ
テ
ィ
ッ

ク
を
製
造
す
る
企
業
が
さ
ら
に

拡
大
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
未
晒

綿
布
は
低
品
質
の
バ
テ
ィ
ッ
ク

で
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
三
三

年
の
二
七
四
五
万
ヤ
ー
ド
か
ら

三
四
年
の
三
八
九
二
万
ヤ
ー
ド

へ
と
消
費
量
が
急
増
し
て
い
る

こ
と
に
注
目
で
き
る
。
こ
の

九
五
％
以
上
が
日
本
製
で
あ

る
。
未
晒
綿
布
は
従
来
、
国
内

よ
り
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
へ

の
輸
出
向
け
と
し
て
、
バ
タ

ヴ
ィ
ア
周
辺
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
企

業
で
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た

が
、
晒
綿
布
の
輸
入
制
限
令
以

降
、
中
部
ジ
ャ
ワ
の
バ
テ
ィ
ッ

ク
企
業
で
も
需
要
が
増
加
し
、

ジ
ャ
ワ
島
中
部
に
あ
る
ス
マ
ラ

ン
港
か
ら
の
輸
入
量
が
増
加
し

た（
6
（

。
し
か
し
、
こ
の
時
期
、
輸

入
が
急
増
し
た
日
本
製
未
晒
綿

布
に
つ
い
て
も
、
一
九
三
五
年

輸
入
業
者
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
間
に
輸
入
制
限
令
を

め
ぐ
る
利
害
対
立
が
存
在
し
、
そ
れ
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

四
．
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
へ
の
影
響

　

一
九
三
四
年
三
月
一
日
に
晒
綿
布
輸
入
制
限
令
が
施
行
さ
れ
、
大
量

に
流
入
し
て
い
た
安
価
な
日
本
製
晒
綿
布
の
輸
入
は
減
少
し
、
オ
ラ
ン

ダ
製
晒
綿
布
の
輸
入
が
増
加
し
た
。
表
４
が
示
す
よ
う
に
キ
ャ
ン
ブ

リ
ッ
ク
全
体
の
輸
入
量
は
三
三
年
の
一
億
五
五
万
ヤ
ー
ド
か
ら
三
五
年

の
六
八
七
五
万
ヤ
ー
ド
と
大
幅
に
減
少
し
、
ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ

ク
産
業
で
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た
日
本
製
上
級
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
に
つ

い
て
は
三
五
年
に
前
年
度
比
五
二
％
に
減
少
し
た
。
そ
の
影
響
を
受
け

綿
布
価
格
は
上
昇
し
た
。
表
５
か
ら
三
四
年
に
晒
綿
布
の
価
格
が
値
上

が
り
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
は
特
に
日
本
製
晒
綿
布
の
並
級
、

中
級
の
価
格
が
上
昇
し
た
た
め
で
あ
る
。
卸
売
り
価
格
の
三
四
年
一
月

と
三
五
年
一
月
を
比
較
す
る
と
、
並
級
が
二
二
％
、
中
級
が
三
四
％
上

昇
し
て
い
る
［Saroso 1951 : 174;193

］。

　

こ
の
よ
う
に
バ
テ
ィ
ッ
ク
業
者
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
金
額
で
綿

布
を
購
入
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
売
り
上
げ
の

落
ち
込
み
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
原
料
値
上
が
り
分
を
価
格
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た（

5
（

。
こ
の
こ
と
で
使
用
す
る
原
料
綿
布
の
種

類
に
変
化
が
生
ま
れ
た
。
表
４
に
あ
る
よ
う
に
、一
九
三
〇
年
代
初
め
、

上
級
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
の
割
合
が
高
か
っ
た
が
、
三
五
年
に
中
級
キ
ャ

ン
ブ
リ
ッ
ク
の
割
合
が
急
増
し
、
七
二
％
に
な
っ
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ン

表５　晒綿布キャンブリックの卸売り価格（ギルダー）

種類 商品名 インチ×ヤード 生産地 1934.1 1935.1 1936.1 1936.9 1937.1 1937.7 1938
並級 Payong Merah 40×48 日本 4.3 5.25 5.25 4.85 5.35 6.58 6.58

中級
Palu Biru 40×48 日本 6 6.2 6.63 6.45 7.75 7.75

Bintang Wungu 40×48 オランダ 6.5 6.75 6.76 6.18 6.8 8.03 8.03
Borak Biroe 40×16.5 日本 1.81 2.43 2.43 2.25 2.45 2.93 2.93
van Heek II 40×16.5 オランダ 2.4 2.43 2.43 2.23 2.45 2.9 2.9

上級 Burung Biru 42×17.5 日本 3.05 3.1 3.1 2.8 3.08 3.68 3.68
Kroon Merah/Biru 42×17.5 オランダ 3 2.98 2.98 2.8 3.08 3.68 3.68

高級 Cent Merah 42×17.5 オランダ 4.4 4.7 4.65 4.42 4.88 5.65 5.65
[Saroso 1951：192]
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て
は
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ラ
ー
ト
で
も
た
び
た
び
議
題
と
さ
れ
、
植
民
地
政

庁
は
そ
の
対
応
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
三
六
年
に
な
っ
て

よ
う
や
く
政
庁
は
、
高
騰
し
た
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
の
価
格
を
適
切
な
価

格
に
引
き
下
げ
る
目
的
で
追
加
予
算
八
一
万
三
千
ギ
ル
ダ
ー
を
支
出
す

る
と
い
う
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
救
援
策
を
提
示
し
た
。
こ
の
法
案
に
つ
い

て
の
政
庁
の
説
明
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

不
況
で
困
難
に
陥
っ
た
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
に
、
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
の

価
格
が
高
騰
し
た
こ
と
は
更
に
過
大
な
負
担
を
も
た
ら
し
た
。
特
に

キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
を
使
用
す
る
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
は
安
価
な
未
晒
綿
布

の
バ
テ
ィ
ッ
ク
に
市
場
を
奪
わ
れ
て
い
る
。
早
急
に
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業

を
救
う
必
要
が
あ
る
が
、
会
計
処
理
上
問
題
が
あ
る
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業

に
直
接
、
政
庁
か
ら
補
償
金
を
与
え
る
こ
と
は
現
実
的
で
な
い
。
そ
の

た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
製
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
の
販
売
価
格
に
公
定
価
格
を
定

め
、
そ
れ
を
購
入
す
る
輸
入
業
者
に
対
し
て
購
入
価
格
と
販
売
す
る
公

定
価
格
と
の
差
額
を
政
庁
が
支
出
す
る
。
輸
入
業
者
に
は
全
て
の
キ
ャ

ン
ブ
リ
ッ
ク
を
固
定
価
格
で
販
売
す
る
義
務
が
生
じ
る
。
実
施
は
在
庫

分
を
含
め
て
一
九
三
六
年
三
月
一
日
か
ら
と
す
る
［V

olksraad 
1935-36 : onderw

erp125

］。

　

こ
の
法
案
に
先
立
っ
て
、
当
事
者
と
な
る
オ
ラ
ン
ダ
系
綿
布
輸
入
業

者
は
業
者
間
の
連
携
組
織
を
結
成
し
て
い
た
。
ス
マ
ラ
ン
の
キ
ャ
ン
ブ

リ
ッ
ク
協
定cam

brics-convenant

、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
グ
レ
イ
協
定

grays-convenant

で
あ
る
。
業
者
間
で
激
し
い
競
争
を
行
っ
て
い
た

が
、
顧
客
の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
協
力
関
係
を
維
持
し
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
組
織
で
は
取
引
す
る
業
者
を
、
①
大
規
模
な
中
間
業
者
（
主
に

一
月
末
か
ら
未
晒
綿
布
輸
入
制
限
令
が
公
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
本
か
ら
の
輸
送
が
年
度
当
初
一
時
期
滞
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
三
五
年

の
消
費
量
は
三
一
九
八
万
ヤ
ー
ド
と
一
転
減
少
し
た
。
価
格
に
つ
い
て

は
、
制
限
令
に
伴
い
以
前
の
一
コ
デ
ィ
（
20
枚
）
三
・
五
ギ
ル
ダ
ー
か

ら
四
・
一
ギ
ル
ダ
ー
に
上
昇
し
た（

7
（

［IV
 1936 : 140

］［Saroso 1951 : 
192-195

］。

　

こ
の
よ
う
に
輸
入
制
限
令
は
晒
綿
布
価
格
を
上
昇
さ
せ
、
バ
テ
ィ
ッ

ク
企
業
が
未
晒
綿
布
の
使
用
を
増
加
さ
せ
た
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
製
晒
綿

布
の
需
要
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
オ
ラ
ン

ダ
本
国
、
植
民
地
政
庁
は
オ
ラ
ン
ダ
製
晒
綿
布
の
輸
入
拡
大
の
た
め
主

に
日
本
製
で
あ
る
未
晒
綿
布
に
も
制
限
令
を
発
し
た
。
こ
れ
ら
の
政
策

決
定
に
綿
布
を
購
入
す
る
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
へ
の
配
慮
は
感
じ
ら
れ
な

い
。
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
は
原
料
綿
布
を
こ
れ
ま
で
の
量
、
こ
れ
ま
で
の

価
格
で
安
定
的
に
購
入
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
た
。こ
の
状
況
で
、

企
業
は
製
造
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
に
労
賃
を
さ
げ
る
こ
と
で
対
応
し

よ
う
と
し
た
。
技
術
の
高
い
一
部
の
チ
ャ
ッ
プ
労
働
者
を
除
い
て
、
多

く
の
労
働
者
が
賃
金
の
減
少
、
も
し
く
は
仕
事
の
機
会
を
失
う
こ
と
に

な
っ
た
［
台
湾
総
督
官
房
外
事
課1935 : 291-292

］［IV
 1936 : 140

］

［A
non 1936 : 758

］。

Ⅲ
．
一
九
三
〇
年
代
後
半
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
回
復

一
．
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
救
援
策

　

輸
入
制
限
令
実
施
後
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
困
窮
し
た
状
況
に
つ
い
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ク
企
業
は
高
価
な
製
品
を
買
う
余
裕
の
あ
る
裕
福
な
人
々
の
需
要

に
対
応
し
て
い
る
。」 ［V

olksraad 1935-36 : 1779

］

　

カ
シ
モ
議
員
は
、
今
後
も
資
金
面
で
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
を
支
援
す
る

必
要
が
あ
る
と
訴
え
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
が
輸
入
業
者
か
ら
綿
布
を
直

接
購
入
す
る
場
合
、
現
金
払
い
に
限
り
最
低
価
格
で
購
入
で
き
る
と
い

う
内
容
で
あ
る
が
、
多
く
の
企
業
が
原
料
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
購
入
し
て

い
る
た
め
、
こ
の
条
件
で
は
企
業
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
い
と
指
摘
し

た
［V

olksraad 1935-36 : 1777

］。

　

一
九
三
〇
年
代
、オ
ラ
ン
ダ
本
国
の
綿
業
が
蘭
領
東
イ
ン
ド
市
場
で
、

唯
一
日
本
製
品
と
競
争
で
き
て
い
た
の
が
晒
綿
布
で
あ
る
。
そ
の
晒
綿

布
の
主
要
な
購
入
先
で
あ
る
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
景
気
の
回
復
は
オ
ラ

ン
ダ
綿
業
、
オ
ラ
ン
ダ
系
輸
入
業
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
利
益
を
も
た

ら
す
。
そ
の
た
め
植
民
地
政
庁
が
よ
り
積
極
的
に
苦
境
に
喘
ぐ
バ

テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
救
援
に
動
い
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
法
案
の
内
容

に
つ
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
製
晒
綿
布
、
そ
の
輸
入
業
者
に
対
す
る
配
慮
の

方
が
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
へ
の
配
慮
よ
り
も
強
く
感
じ
ら
れ
る
。例
え
ば
、

日
本
製
未
晒
綿
布
を
使
用
す
る
業
者
に
つ
い
て
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。

二
．
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
回
復
の
兆
し

　

一
九
三
六
年
三
月
以
降
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
に
は
回
復
の
兆
し
が
現

れ
た
。
こ
の
年
の
砂
糖
黍
を
含
む
農
業
生
産
が
向
上
し
た
こ
と
も
あ
る

が
、
政
庁
に
よ
る
救
援
策
も
そ
の
要
因
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
表
５

に
あ
る
よ
う
に
、
一
九
三
六
年
一
月
と
九
月
を
比
較
す
る
と
オ
ラ
ン
ダ

華
人
商
人
）、
②
小
規
模
な
中
間
業
者
（
大
規
模
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業

も
含
む
）、
③
小
規
模
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
、
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、

綿
布
の
販
売
価
格
一
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
二
―
一
五
セ
ン
ト
ほ
ど
の
差
を
つ

け
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回
の
公
定
価
格
を
定
め
る
法
案
に
対
し
て
、

組
織
に
加
盟
し
て
い
る
輸
入
業
者
は
全
面
的
に
協
力
す
る
意
思
を
示
し

た
［Saroso 1951 : 183-184

］［D
e locom

otief 17-02-1936

］。

　

一
九
三
六
年
二
月
一
七
日
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ラ
ー
ト
に
お
い
て
、
こ
の

バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
へ
の
救
済
案
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。
プ
ラ

ウ
ォ
トR. Praw

oto Sum
odilogo

議
員
は
、
こ
の
案
が
バ
テ
ィ
ッ
ク

企
業
の
救
済
と
い
う
よ
り
も
晒
綿
布
を
輸
出
す
る
オ
ラ
ン
ダ
綿
業
者
の

利
益
を
優
先
す
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
、
東
イ
ン
ド
の
人
々
の
た
め

に
は
安
価
な
未
晒
綿
布
で
製
造
す
る
バ
テ
ィ
ッ
ク
業
者
へ
の
救
援
策
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

「
私
は
オ
ラ
ン
ダ
政
府
が
未
晒
綿
布
産
出
国
と
の
戦
い
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
し
て
八
一
万
三
千
ギ
ル
ダ
ー
を
ト
ゥ
エ
ン
テ
に
与
え
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
措
置
が
バ
テ
ィ
ッ
ク
企

業
へ
の
特
別
な
支
援
措
置
と
見
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
私
は
抗
議
し

た
い
と
思
い
ま
す
。」［V

olksraad 1935-36 : 1778

］

「
政
庁
に
は
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
製
造
企
業
よ
り
も
バ
テ
ィ
ッ
ク
製

造
業
者
を
支
援
し
て
も
ら
い
た
い
。
未
晒
綿
布
で
製
造
す
る
バ

テ
ィ
ッ
ク
企
業
が
利
益
を
上
げ
れ
ば
、
貧
し
い
人
々
に
そ
の
製
品

を
安
く
提
供
で
き
る
。
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
で
製
造
す
る
バ
テ
ィ
ッ
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バ
テ
ィ
ッ
ク
原
料
の
価
格
も
若
干
上
昇
し
た
。
し
か
し
、
三
七
年
、
蘭

領
東
イ
ン
ド
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
状
況
は
、
世
界
恐
慌
前
の

一
九
二
九
年
以
前
よ
り
も
さ
ら
に
高
い
レ
ベ
ル
と
な
り
、
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ

ク
の
消
費
量
は
一
億
二
九
九
〇
万
ヤ
ー
ド
に
達
し
た［IV

 1938 : 146

］。

Ⅳ
．
一
九
三
〇
年
代
の
ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業

一
．
ス
ラ
カ
ル
タ
の
特
徴

　

一
九
三
〇
年
代
前
半
、
住
民
の
購
買
力
の
減
退
、
安
価
で
低
品
質
な

バ
テ
ィ
ッ
ク
の
流
行
、
服
装
の
流
行
の
変
化
な
ど
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業

に
は
大
き
な
課
題
が
存
在
し
て
い
た
。
さ
ら
に
三
四
年
の
晒
綿
布
輸
入

制
限
令
に
よ
り
、
原
料
価
格
が
高
騰
し
た
。
他
地
域
と
比
較
し
、
伝
統

的
な
製
法
を
維
持
し
て
い
た
一
大
生
産
地
ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク

企
業
は
こ
の
危
機
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ス
ラ
カ
ル
タ
は
ソ
ロ
川
流
域
の
肥
沃
な
平
野
に
位
置
す
る
ジ
ャ
ワ
島

中
部
の
都
市
で
あ
る
。
マ
タ
ラ
ム
王
国
の
二
つ
の
王
家
を
擁
し
、
オ
ラ

ン
ダ
植
民
地
期
に
は
王
侯
領
と
し
て
区
分
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
王
侯
領

で
あ
っ
た
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
と
並
ぶ
ジ
ャ
ワ
宮
廷
文
化
の
中
心
地
で

あ
る
。
そ
の
た
め
ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
は
王
宮
の
権
力
と
結
び

つ
い
た
デ
ザ
イ
ン
を
藍
染
め
と
茶
色
の
ソ
ガ
染
め
で
製
作
す
る
の
が
特

徴
で
あ
り
、
一
九
世
紀
後
半
に
は
、
ジ
ャ
ワ
に
流
通
す
る
バ
テ
ィ
ッ
ク

の
主
要
な
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
ス
ラ
カ
ル
タ
中
心
部
に
あ

る
王
宮
に
近
い
カ
ウ
マ
ンK

aum
an

地
区
な
ど
で
は
チ
ャ
ン
テ
ィ
ン

を
用
い
た
高
品
質
の
手
描
き
バ
テ
ィ
ッ
ク
が
生
産
さ
れ
て
い
た
が
、

製
を
中
心
に
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
の
卸
売
価
格
が
七
％
程
度
低
下
し
た
。

価
格
の
低
下
は
販
売
量
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。
輸
入
業
者
に
よ
る

キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
協
定
に
よ
っ
て
、
一
九
三
五
年
三
月
と
四
月
に

五
万
五
一
〇
〇
ヤ
ー
ド
の
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
が
販
売
さ
れ
て
い
た
が
、

一
九
三
六
年
の
同
月
に
は
一
〇
万
四
二
〇
〇
ヤ
ー
ド
に
増
加
し
た
。
バ

テ
ィ
ッ
ク
用
ロ
ウ
、
樹
脂
の
一
九
三
六
年
の
売
り
上
げ
も
前
年
度
の
同

じ
月
よ
り
も
倍
増
し
て
い
る
月
が
あ
っ
た
。
最
終
的
に
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ

ク
の
年
間
使
用
量
は
世
界
恐
慌
前
に
近
い
数
字
と
な
り
、
一
九
三
五
年

の
六
八
七
五
万
ヤ
ー
ド
か
ら
一
九
三
六
年
は
一
億
八
〇
万
ヤ
ー
ド
に
増

加
し
た
［IV

 1939 : 168

］［V
olksraad 1936-37 : 886

］。

　

晒
綿
布
輸
入
制
限
令
以
降
、
安
価
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
へ
の
需
要
が
高
い

傾
向
が
続
い
て
い
た
が
、
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
価
格
の
低
下
、
バ
テ
ィ
ッ

ク
需
要
の
回
復
の
影
響
で
、
こ
の
傾
向
に
変
化
が
生
じ
た
。
上
述
し
た

キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
の
消
費
量
の
増
加
は
、
特
に
高
品
質
な
バ
テ
ィ
ッ
ク

に
対
す
る
需
要
が
増
加
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
未
晒
綿
布
輸

入
制
限
令
後
、
設
定
さ
れ
て
い
た
四
・
一
ギ
ル
ダ
ー
の
最
高
価
格
が

三
六
年
一
〇
月
末
に
廃
止
さ
れ
、
未
晒
綿
布
の
価
格
が
上
昇
し
た
こ
と

で
、
並
級
、
中
級
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
と
の
価
格
差
が
縮
ま
っ
た
こ
と
も

そ
の
要
因
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
。
よ
り
品
質
が
高
い
製
品
へ
の
需
要
拡

大
は
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
海
外
輸
出
に
も
明
確
に
表
れ
、
低
品
質
製
品
が
多

い
バ
タ
ヴ
ィ
ア
か
ら
比
較
的
品
質
に
優
れ
る
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
へ
主
要
な

輸
出
元
が
シ
フ
ト
し
た
［IV

 1937 : 141

］。

　

三
六
年
九
月
の
オ
ラ
ン
ダ
本
国
と
蘭
領
東
イ
ン
ド
の
金
本
位
制
離
脱

に
伴
う
ギ
ル
ダ
ー
危
機
の
影
響
に
よ
り
、
年
度
末
に
は
物
価
が
上
昇
し
、
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け
で
は
な
く
茶
染
め
で
も
合
成
染
料
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

三
〇
年
代
に
な
る
と
そ
れ
が
さ
ら
に
普
及
し
、
製
作
時
間
が
短
縮
さ
れ

た
。
綿
布
に
つ
い
て
も
、
従
来
、
並
級
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
を
使
用
し
て

い
た
製
品
に
は
よ
り
安
価
な
日
本
製
未
晒
綿
布
を
使
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
［Soekasno 1935 : 92-93

］［A
non 1936 : 758

］。

　

こ
の
よ
う
に
低
価
格
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
生
産
に
お
い
て
は
他
地
域
と
同

様
に
作
業
の
簡
素
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
ん
で
は
い
た
が
、

ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
生
産
の
特
徴
は
、
や
は
り
安
価
な
バ

テ
ィ
ッ
ク
で
あ
っ
て
も
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
の
使
用
と
天
然
染
料
の
茶

（
ソ
ガ
）
染
め
に
あ
る
。
改
革
を
進
め
な
が
ら
も
、
市
場
の
動
向
を
見

な
が
ら
、
伝
統
的
な
製
法
、
品
質
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
捨
て
る
こ
と

は
な
か
っ
た
［Soekasno 1935 : 100 ; 104

］。

　

ス
ラ
カ
ル
タ
の
ソ
ニ
テ
ンSoniten

地
区
、
シ
ン
ゴ
サ
レ
ン

Singosaren

地
区
な
ど
で
は
高
級
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
生
産
が
継
続
さ
れ

て
い
た
。
原
料
は
も
ち
ろ
ん
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
を
使
用
し
、茶
（
ソ
ガ
）

染
め
の
染
料
に
つ
い
て
は
常
に
天
然
染
料
を
使
用
し
て
い
た
。
当
時
、

流
通
し
て
い
た
合
成
染
料
ア
ニ
リ
ン
は
他
地
域
で
天
然
染
料
ソ
ガ
の
代

替
品
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
重
要
な
部
分
で
多
く
の

相
違
点
が
あ
る
。合
成
染
料
で
は
短
時
間
に
布
に
色
が
入
り
込
む
た
め
、

天
然
製
品
に
見
ら
れ
る
光
沢
、
暖
か
み
に
欠
け
、
全
体
的
な
色
調
が
鋭

く
感
じ
ら
れ
る
。天
然
染
料
に
よ
る
染
色
は
時
間
を
か
け
て
進
め
ら
れ
、

そ
の
色
調
は
柔
ら
か
く
、
な
め
ら
か
に
感
じ
ら
れ
る
。
ス
ラ
カ
ル
タ
の

バ
テ
ィ
ッ
ク
に
天
然
ソ
ガ
染
料
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
っ

た
［A

non 1926 : 161

］［Soekasno 1935 : 92

］。

一
九
世
紀
後
半
に
チ
ャ
ッ
プ
に
よ
る
製
法
が
ス
ラ
カ
ル
タ
に
も
普
及
し

た
。
二
〇
世
紀
の
初
め
に
市
南
西
部
に
あ
る
ラ
ウ
ェ
ヤ
ンLaw

eyan

地
区
が
産
業
の
中
心
地
と
し
て
成
長
し
、
こ
こ
で
は
チ
ャ
ッ
プ
を
使
用

し
た
安
価
な
製
品
に
特
化
し
た
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
。

［Soerachm
an 1927:30-31

］［Soekarsno 1935:90

］［K
at 

A
ngelino 1930b:95

］。

　

一
九
三
〇
年
、
ス
ラ
カ
ル
タ
市
は
、
西
洋
人
二
三
三
九
人
、
現
地
人

一
二
万
一
六
四
七
人
、
華
人
九
五
八
五
人
、
そ
の
他
の
東
洋
人

一
三
二
七
人
、合
計
一
三
万
四
八
九
九
人
を
抱
え
る
都
市
で
あ
っ
た
が
、

表
６
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
計
三
八
七
の
バ
テ
ィ
ッ
ク

企
業
が
あ
り
、
そ
の
約
六
一
％
が
現
地
人
企
業
で

あ
っ
た
［V

olksstelling 1930:142-143

］。
そ
の

中
で
、
前
述
し
た
ラ
ウ
ェ
ヤ
ン
地
区
や
パ
サ
ー
ル
・

ク
リ
ウ
ォ
ンPasar K

liw
on

地
区
に
は
普
段
使
い

の
安
価
な
チ
ャ
ッ
プ
・
バ
テ
ィ
ッ
ク
を
生
産
す
る
企

業
が
集
中
し
て
い
た
。
三
〇
年
代
前
半
、
こ
れ
ら
の

地
域
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
生
産
方
法
に
様
々
な
変
革
が
見

ら
れ
た
。
チ
ャ
ッ
プ
作
業
に
つ
い
て
は
、
二
〇
年
代

か
ら
通
常
、
一
回
目
の
模
様
描
きngengreng

、

二
回
目
の
ロ
ウ
置
きtem

bok

に
チ
ャ
ッ
プ
を
用
い

て
い
た
。
し
か
し
、
さ
ら
な
る
作
業
の
効
率
化
を
図

る
た
め
茶
染
め
前
の
ロ
ウ
置
きm

bironi

ま
で

チ
ャ
ッ
プ
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
染
料
に
つ
い
て

も
二
〇
年
代
か
ら
低
価
格
の
商
品
に
限
り
藍
染
め
だ

表６　スラカルタのバティック企業数 (1930)

現地人 華人 アラブ人 西洋人 合計
236 60 88 3 387

[Kat Angelino 1930b：321]
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る
が
、
実
際
に
は
仕
事
の
依
頼
時
に
賃
金
も
受
け
取
っ
て
い
た
。
こ
の

前
貸
し
金
に
よ
っ
て
、
請
負
人
は
し
ば
し
ば
雇
用
主
に
従
属
す
る
存
在

に
な
っ
て
い
た
。
不
況
の
時
期
、
資
金
難
で
操
業
で
き
な
く
な
っ
た
企

業
家
が
請
負
人
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
原
料
を
用
意
す
る
必
要
も
製

品
を
販
売
す
る
必
要
も
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。景
気
が
回
復
す
る
と
、

請
負
人
か
ら
独
立
し
た
経
営
者
に
な
る
こ
と
も
見
ら
れ
た
［Soekasno 

1935 : 95;97 ; 100-101

］。

　

こ
う
し
た
分
業
と
柔
軟
な
下
請
制
度
は
ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク

産
業
が
発
展
を
継
続
す
る
上
で
有
益
だ
っ
た（

8
（

。
分
業
は
長
年
に
わ
た
っ

て
培
わ
れ
た
高
い
ス
キ
ル
と
豊
富
な
知
識
に
よ
り
、
仕
事
の
効
率
化
と

質
の
向
上
に
役
立
っ
た
。
下
請
制
度
は
、
企
業
に
と
っ
て
は
景
気
変
動

の
波
が
激
し
い
時
期
、
大
き
な
資
金
投
資
を
行
う
こ
と
な
く
、
質
の
高

い
労
働
者
を
必
要
な
と
き
に
必
要
な
数
で
雇
用
し
て
生
産
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

二
．
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
の
組
織
化

　

ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
で
は
多
く
の
現
地
人
企
業
が
活
躍

し
て
い
た
が
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
を
生
産
す
る
た
め
の
綿
布
、
ロ
ウ
、
染
料
、

銅
製
チ
ャ
ッ
プ
な
ど
主
な
原
料
の
流
通
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

を
華
人
、
ア
ラ
ブ
人
商
人
が
握
り
、
多
く
の
利
益
を
得
て
い
た
。
彼
ら

は
資
金
力
が
あ
り
、
原
料
を
豊
富
に
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
輸
入

業
者
を
通
し
て
綿
布
、
染
料
な
ど
を
購
入
し
た
華
人
、
ア
ラ
ブ
人
中
間

商
人
は
、
そ
れ
ら
を
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
に
通
常
、
二
〜
三
ヶ
月
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
で
販
売
し
て
い
た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
資
金
力
に
問
題
が
あ
る
多

　

バ
テ
ィ
ッ
ク
の
生
産
、
特
に
高
品
質alusan

な
バ
テ
ィ
ッ
ク
（
手

描
き
以
外
に
一
部
の
チ
ャ
ッ
プ
・
バ
テ
ィ
ッ
ク
も
含
ま
れ
る
）
で
あ
れ

ば
高
い
技
術
、
経
験
が
必
要
に
な
る
。
だ
れ
で
も
す
ぐ
に
製
造
を
始
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
地
域
、
特
に
新
興
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
生
産
地
と

比
較
し
、
ス
ラ
カ
ル
タ
に
は
多
く
の
質
の
高
い
労
働
者
と
、
そ
の
労
働

者
と
企
業
を
結
び
つ
け
る
シ
ス
テ
ム
も
存
在
し
て
し
た
。

　

ス
ラ
カ
ル
タ
で
は
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
生
産
の
作
業
が
細
分
化
さ
れ
て
行

わ
れ
て
い
た
。
バ
テ
ィ
ッ
ク
に
は
綿
布
の
準
備
、
ロ
ウ
描
き
、
藍
染
め
、

ソ
ガ
染
め
な
ど
複
雑
な
工
程
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
専
門
の
職
人
が

存
在
す
る
。
特
に
染
め
の
職
人
は
評
価
が
高
く
、
ス
ラ
カ
ル
タ
以
外
の

生
産
地
か
ら
も
注
文
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
人
に
綿
布
を
配
送
す

る
コ
ス
ト
が
か
か
る
も
の
の
、
企
業
は
自
社
の
作
業
場
で
生
産
す
る
以

外
に
個
別
に
外
部
委
託
し
て
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
ス
ラ
カ
ル
タ
の
大
手
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
で
は
生
産
全
体
を

よ
り
小
規
模
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
生
産
者
に
下
請
に
だ
し
て
い
た
。
こ
れ
を

サ
ン
ガ
ンsanggan

制
と
い
い
、
サ
ン
ガ
ン
と
は
「
支
え
る
、
維
持

す
る
」
を
意
味
す
る
サ
ン
ガsangga

に
由
来
す
る
。
請
負
人tukang 

nyonggo

は
雇
用
者
か
ら
綿
布
を
受
け
取
り
、
自
分
が
手
配
し
た
職

人
を
使
っ
て
製
品
を
加
工
し
、完
成
品
を
雇
用
者
に
引
き
渡
し
て
い
た
。

請
負
人
が
次
の
雇
用
主
と
な
り
別
の
請
負
人
を
雇
用
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
雇
用
主
で
あ
る
企
業
は
仕
事
を
下
請
に
請
け
負
わ
せ
る
こ
と
で
よ

り
多
く
の
利
益
を
得
て
い
る
。
労
働
場
所
の
提
供
を
節
約
で
き
る
だ
け

で
は
な
く
、
請
負
人
が
通
常
、
安
価
な
労
働
力
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

契
約
に
よ
る
と
請
負
人
は
仕
上
が
っ
た
布
を
引
き
渡
す
時
に
賃
金
を
得
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す
る
た
め
原
料
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
す
る
、
⑤
バ
テ
ィ
ッ
ク
市
場
の
開
拓

と
販
売
に
努
め
る
、
こ
と
を
目
標
に
し
た
。
一
九
三
九
年
四
月
に
は
、
ス

ラ
カ
ル
タ
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
（
ウ
ォ
ノ
プ
リ
ン
ゴ

W
onopringgo

、
プ
カ
ジ
ャ
ン
ガ
ンPekadjangan

）、
チ
ル
ボ
ン
、
ポ

ノ
ロ
ゴ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
組
合
の
代
表
が
ス
ラ
カ
ル
タ
で
会
議
を
行

い
、「
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
家
連
合
」Perkum

pulan Pengusaha Batik

の
設
立
を
決
定
し
た
。
こ
の
組
織
は
各
地
域
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
組
合
を

結
集
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
［GK

BI 2009 : 53-54

］［ IV
 1936 : 173

］［ 
IV

 1937 : 187

］。

　

一
九
三
六
年
、
植
民
地
政
庁
に
よ
る
救
済
策
に
よ
り
、
バ
テ
ィ
ッ
ク

産
業
の
状
況
に
改
善
が
み
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
の
改
善
に
バ

テ
ィ
ッ
ク
企
業
の
組
織
化
も
影
響
し
て
い
る
。
一
九
三
四
年
晒
綿
布
輸

入
制
限
令
施
行
後
、
小
規
模
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
が
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク

協
定
に
参
加
す
る
輸
入
業
者
か
ら
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
を
購
入
す
る
場

合
、
十
分
な
量
を
入
手
で
き
ず
、
そ
の
価
格
も
華
人
の
中
間
業
者
が
購

入
す
る
価
格
と
比
べ
割
高
に
な
っ
て
い
た
。
ス
ラ
カ
ル
タ
で
結
成
さ
れ

た
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
組
合
は
、
輸
入
業
者
に
対
し
て
、
大
規
模
な
華
人

中
間
業
者
と
同
じ
最
低
価
格
で
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
を
販
売
す
る
こ
と
を

要
求
し
、
政
庁
と
も
交
渉
す
る
こ
と
で
、
現
金
払
い
を
条
件
に
そ
れ
を

認
め
さ
せ
た
。
同
様
に
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
チ
ル
ボ
ン
の
組
合
も

政
庁
の
支
援
を
受
け
、
必
要
な
綿
布
を
輸
入
業
者
か
ら
直
接
購
入
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。［Saroso 1954 : 184

］［ IV
 1937 : 166

］。

　

一
九
三
七
年
、
ス
ラ
カ
ル
タ
で
は
約
二
〇
〇
社
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業

が
操
業
し
、
そ
の
二
五
％
が
五
〇
人
以
上
の
労
働
者
が
働
く
大
規
模
な

く
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
利

子
は
高
く
、
半
年
で
二
〇
％
の
場
合
も
あ
っ
た
。
大
規
模
な
バ
テ
ィ
ッ

ク
企
業
だ
け
が
中
間
商
人
を
介
さ
ず
、
直
接
、
輸
入
業
者
か
ら
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
現
地
人
企
業
の
間
で
は
、
華
人
、
ア
ラ

ブ
人
の
中
間
商
人
を
介
さ
ず
、
直
接
、
原
料
を
購
入
す
る
た
め
の
組
織

が
何
度
か
設
立
さ
れ
て
は
い
た
が
、
安
定
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
短
期
間
で
解
散
し
て
い
た
。
価
格
変
動
に
対
応
す
る
知
識
、
団
結

力
、
資
金
力
な
ど
で
現
地
人
商
人
は
華
人
、
ア
ラ
ブ
人
中
間
商
人
と
比

較
し
、不
足
し
て
い
る
部
分
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
る（

9
（

［V
b.15-11-23-

12

］［Saroso 1951 : 180-181

］［M
vO

 Soerakarta 1932 : 255

］。

　

一
九
三
四
年
、
輸
入
制
限
令
に
よ
る
不
況
下
、
前
述
し
た
日
蘭
会
商

前
の
植
民
地
政
庁
高
官
と
の
会
談
を
終
え
た
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
家
達
は
、

綿
布
購
入
の
た
め
組
合
を
設
立
す
る
動
き
を
再
び
開
始
し
た
。
同
年
、

ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
ジ
ャ
ジ
ェ
ン
カ
ル
ソM

.D
jajengkarso

主
導
に

よ
る
「
現
地
人
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
家
協
会
」Persatuan Pengusaha 

Batik Bum
i Putra

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、一
九
三
五
年
、

ス
ラ
カ
ル
タ
で
ウ
ォ
ン
ソ
デ
ィ
ノ
モW

ongsodinom
o

主
導
に
よ
る
「
ス

ラ
カ
ル
タ
現
地
人
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
協
会
」Persatuan Perusahaan 

Batik Bum
iputra Surakarta

が
設
立
さ
れ
た（

（1
（

。
そ
の
後
、
チ
ル
ボ
ン
、

プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
、
ト
ゥ
ル
ン
ア
グ
ン
、
チ
ア
ミ
スCiam

is

で
も
同
様
の

団
体
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
団
体
は
、
①
輸
入
業
者
の
団
体
か
ら

バ
テ
ィ
ッ
ク
原
料
を
直
接
購
入
す
る
（
華
人
の
中
間
商
人
を
通
さ
な
い
）、

②
海
外
か
ら
バ
テ
ィ
ッ
ク
原
料
を
輸
入
す
る
、③
バ
テ
ィ
ッ
ク
用
の
綿
布
、

染
料
を
生
産
す
る
工
場
を
設
立
す
る
、
④
高
利
貸
し
か
ら
会
員
を
救
済
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地
区
の
大
企
業
家
で
あ
る
。
彼
は
他
の
同
業
者
よ
り
も
早
く
バ
テ
ィ
ッ

ク
の
海
外
へ
の
輸
出
を
開
始
し
た
と
言
わ
れ
、
多
く
の
財
を
な
し
た
。

彼
が
残
し
た
一
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
で
華
麗
な
邸
宅
は
当
時

の
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
家
の
繁
栄
ぶ
り
を
伺
わ
せ
、
現
在
で
も
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
［Bataviaasch 

N
ieuw

sblad 01-09-1938

］［ D
e Sum

atra Post  23-09-1937

］ 

［H
et N

ieuw
s van den D

ag voor N
ederlandsh-Indie 13-06-

1934

］［G
unseikanbu : 209

］［ F
orum

 Pengem
bangan 

K
am

poeng Batik Law
eyan

］。

お
わ
り
に

　

現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
「
民
族
産
業
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
バ

テ
ィ
ッ
ク
産
業
で
あ
る
が
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
、
世
界
恐
慌
の
影
響

を
受
け
停
滞
し
て
い
た
。
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
本
国
の
綿
産
業
、
オ
ラ
ン

ダ
系
輸
入
業
者
ば
か
り
を
優
遇
す
る
オ
ラ
ン
ダ
と
植
民
地
政
庁
の
政
策

は
、
安
価
な
日
本
製
綿
布
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
バ
テ
ィ
ッ
ク
産

業
に
さ
ら
な
る
打
撃
を
与
え
た
。
し
か
し
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ラ
ー
ト
の
現

地
人
議
員
か
ら
の
働
き
か
け
も
あ
り
、
停
滞
す
る
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
へ

の
救
援
策
が
政
庁
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
の
方

も
組
織
化
に
よ
っ
て
基
盤
を
整
え
、景
気
の
変
動
に
柔
軟
に
対
処
し
た
。

こ
の
後
、
再
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起
こ
る
大
戦
の
た
め
世
界
経
済
は
混
乱

す
る
が
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
は
三
〇
年
代
末
ま
で
生
産
量
を
大
き
く
減

退
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

企
業
だ
っ
た
が
、
一
九
三
八
年
九
月
ま
で
に
一
〇
八
社
の
企
業
が
こ
の

組
合
に
加
盟
し
た（

（（
（

。
最
低
販
売
価
格
で
輸
入
業
者
か
ら
直
接
、
原
料
を

購
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
利
益
は
企
業
か

ら
労
働
者
に
も
還
元
さ
れ
た
。
女
性
労
働
者
に
病
気
療
養
中
の
賃
金
、

妊
婦
に
対
す
る
看
護
費
を
提
供
す
る
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ス
ラ

カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
組
合
は
年
間
約
一
〇
〇
万
ギ
ル
ダ
ー
を
売

り
上
げ
、こ
の
国
の
「
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
一
〇
％
を
支
配
し
て
い
る
」

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
成
長
を
見
せ
た ［ IV

 1939 : 168 ; 255

］［M
vO

 
Soerakarta 1937 : 201-203

］［Saroso 1954 : 167;173

］。

　

組
織
の
発
展
と
同
様
に
ラ
ウ
ェ
ヤ
ン
地
区
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
家
の

伝
説
的
な
繁
栄
ぶ
り
に
も
注
目
で
き
る
。「
ス
ラ
カ
ル
タ
現
地
人
バ

テ
ィ
ッ
ク
企
業
協
会
」
の
会
長
ウ
ォ
ン
ソ
デ
ィ
ノ
モ
は
、
ス
ラ
カ
ル
タ

の
ラ
ウ
ェ
ヤ
ン
地
区
にW

S Batik

と
い
う
企
業
を
設
立
し
、

一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
は
全
国
的
に
も
よ
く
名
の
知
ら
れ
た
バ
テ
ィ
ッ

ク
企
業
家
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
三
四
年
、
日
蘭
会
商
前
の
オ
ラ
ン
ダ

代
表
と
会
談
し
た
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
代
表
団
に
も
加
わ
っ
て
い
る
。
そ

の
後
、
こ
の
協
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
組
織
と
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
の

発
展
に
寄
与
し
た
。
植
民
地
政
庁
側
か
ら
も
そ
の
功
績
は
高
く
評
価
さ

れ
て
お
り
、
植
民
地
総
督
な
ど
の
重
要
人
物
が
ス
ラ
カ
ル
タ
を
訪
問
す

る
際
に
は
、
彼
の
工
場
を
見
学
す
る
こ
と
が
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
三
八
年
に
は
総
督
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
女
王
の
誕
生
日
に
与
え
ら
れ

る
勲
章kleine gouden ster 

を
現
地
人
企
業
家
と
し
て
初
め
て
授
与

さ
れ
た
。
ま
た
同
じ
協
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
チ
ョ
ク
ロ
ス
マ

ル
トT

jokrosoem
arto

も
一
九
三
〇
年
代
に
活
躍
し
た
ラ
ウ
ェ
ヤ
ン
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註（
1
）  

二
〇
世
紀
前
半
の
丁
字
入
り
た
ば
こ
産
業
に
つ
い
て
は
拙
稿
［
赤
崎 

2008

］［
赤
崎 2009

］
を
参
照
。

　
（
2
）  

バ
テ
ィ
ッ
ク
に
関
す
る
先
行
研
究
は
そ
の
芸
術
性
の
高
さ
に
注
目
し

た
文
化
的
な
研
究
が
中
心
で
あ
る
。
日
本
で
は
関
本
が
近
現
代
の
バ

テ
ィ
ッ
ク
産
業
に
関
す
る
文
化
人
類
学
的
研
究
を
行
っ
て
い
る
［
関
本

1995

］［
関
本2000

］［
関
本2003

］。
ま
た
、
松
尾
が
綿
産
業
研
究
の

中
で
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
に
つ
い
て
も
概
観
し
て
い
る
［M

atsuo 
1970

］。
一
方
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
の
歴
史
的
な
研
究
に
は
十
分
な
関

心
が
寄
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
期
に
つ
い
て
の
歴

史
的
記
述
は
一
九
三
〇
年
頃
の
報
告
書
『
バ
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ポ
ル
ト

Batikrapport

』［A
ngelino 1930a

］［A
ngelino 1930b

］［A
ngelino 

1931

］
の
叙
述
の
み
で
説
明
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
た
だ
し
、

一
九
一
〇
年
代
の
ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
業
に
つ
い
て
は
イ
ス

ラ
ム
同
盟
の
研
究
の
中
で
白
石
が
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
［Shiraishi 

1990

］。

　
（
3
）  

ジ
ャ
ワ
に
輸
入
さ
れ
る
「
綿
サ
ロ
ン
類
」
は
、
①
模
造
ジ
ャ
ワ
更
紗

物
②
捺
染
物
③
縞
物
④
そ
の
他
に
分
類
さ
れ
、
輸
入
量
の
九
割
を
占
め

る
縞
物
は
主
に
格
子
柄
の
綿
布
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
、
オ
ラ
ン
ダ
製

と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
輸
入
さ
れ
る
英
領
イ
ン
ド
製
が
中
心
で
あ
っ
た

が
、
一
九
三
〇
年
以
降
、
日
本
製
品
が
急
激
に
増
加
し
、
一
九
三
三
年
、

輸
入
額
の
八
五
・
七
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
輸
入
港
別
に
見
る

と
ジ
ャ
ワ
島
東
部
に
あ
る
ス
ラ
バ
ヤ
港
か
ら
の
輸
入
が
全
体
の
六
割
ほ

ど
で
、
ジ
ャ
ワ
島
東
部
の
需
要
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
［
南
洋
協

会 1934a :47

］。

　
（
4
）  
第
一
次
世
界
大
戦
期
、
一
九
二
〇
年
代
の
蘭
領
東
イ
ン
ド
市
場
に
お

け
る
輸
入
綿
布
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
参
照
［
赤
崎 2020 : 342

］。

　
（
5
）  

制
限
令
前
の
あ
る
二
〇
枚
の
サ
ロ
ン
の
製
造
コ
ス
ト
は
、
労
賃
合
計 

五
ギ
ル
ダ
ー
（
チ
ャ
ッ
プ 20

×4cent

＝f.0.8

、
藍
染
めm

edel 20

×

　

伝
統
的
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
ス
ラ
カ
ル
タ
で
は
、

安
価
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
生
産
地
に
は
負
け
な
い
、
質
の
高
い
労
働
力
と

そ
れ
を
ま
と
め
る
雇
用
方
法
を
持
っ
て
い
た
。
近
代
的
な
工
場
生
産
に

集
中
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
家
内
労
働
を
結
合
さ
せ
る
こ
と
で

生
産
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
で
き
る
。
ま
た
長
年
の
懸
案
だ
っ

た
原
料
の
供
給
に
つ
い
て
も
企
業
間
の
組
合
を
組
織
す
る
こ
と
で
、
華

人
中
間
商
人
に
多
く
の
利
益
を
奪
わ
れ
て
い
た
状
況
を
一
部
改
善
で
き

た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
、
現
代
ま
で
伝
説
が
残
る
く
ら
い
裕
福
な
企
業

家
達
が
出
現
し
て
い
た
こ
と
に
も
注
目
で
き
る
。

　

高
品
質
の
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
を
主
な
原
料
と
し
て
生
産
を
続
け
る
ス

ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
は
オ
ラ
ン
ダ
製
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
の
重

要
な
顧
客
で
も
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
本
国
と
植
民
地
政
庁
の
政
策
は
オ
ラ

ン
ダ
製
キ
ャ
ン
ブ
リ
ッ
ク
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
結

果
的
に
ス
ラ
カ
ル
タ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業
に
と
っ
て
有
利
に
働
い
た
点

も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
住
民
の
購
買
力
が
下
が
っ
た
時
期
、
多
く
の

人
が
最
低
限
の
衣
服
の
量
を
考
慮
し
た
上
で
安
価
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
購

入
を
選
択
す
る
。
し
か
し
、
経
済
状
況
が
明
る
く
な
っ
た
時
期
に
は
少

し
で
も
高
品
質
な
バ
テ
ィ
ッ
ク
を
多
く
の
人
が
望
ん
で
購
入
す
る
。
こ

の
こ
と
は
衣
服
で
あ
る
バ
テ
ィ
ッ
ク
が
人
々
の
生
活
に
不
可
欠
な
も
の

で
、
余
裕
が
あ
れ
ば
少
し
で
も
質
の
高
い
も
の
を
身
に
つ
け
た
い
と
い

う
消
費
者
の
嗜
好
を
示
し
て
い
る
。
バ
テ
ィ
ッ
ク
生
産
地
の
中
で
も
ス

ラ
カ
ル
タ
は
、
伝
統
的
な
製
法
を
維
持
し
な
が
ら
上
質
の
バ
テ
ィ
ッ
ク

を
生
産
す
る
こ
と
で
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
生
産
の
中
心
地
と
い
う
地
位
を
守

り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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バ
テ
ィ
ッ
ク
原
料
を
購
入
す
る
協
同
組
合
の
設
立
が
検
討
さ
れ
た
が
実

現
し
な
か
っ
た
［V

b.15-11-23-12

］。

　
（
10
）  

ウ
ォ
ン
ソ
デ
ィ
ノ
モ
は
ス
ラ
カ
ル
タ
に
あ
る
老
舗
バ
テ
ィ
ッ
ク
企
業

ダ
ナ
ル
ハ
デ
ィD

anar H
adi

の
創
設
者
の
祖
父
に
あ
た
る
［Judi 

A
chjadi 2011 : 26

］。

　
（
11
）  

一
九
三
八
年
、
ス
ラ
カ
ル
タ
に
は
大
小
約
三
〇
〇
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
業

者
が
い
て
、
大
規
模
な
業
者
の
ほ
と
ん
ど
が
「
バ
テ
ィ
ッ
ク
業
連
盟
」

に
加
入
し
て
い
た
。
そ
の
組
織
の
メ
ン
バ
ー
以
外
に
ア
ラ
ブ
人
企
業

九
〇
社
、
華
人
企
業
三
〇
社
が
存
在
し
て
い
た
［
東1939 :14

］［D
e 

Locom
otief 09-11-1938

］。

【
略
語
】

［IV

］ Indisch V
erslag

［M
vO

］ M
em

orie van O
vergave

［V
b

］ Verbaal

［V
H

N
L

］ V
erslag om

trent H
andel, N

ijverheid en L
andbouw

 van 
N

ederlandsch-Indië

［V
olksraad

］ Handelingen van den V
olksraad, Batavia, 1918-1942

［V
olksstelling 1930

］ V
olkstelling 1930 deel II Inheem

sche 
B

evolking van M
idden-Java en de V

orstenlanden, C
ensus of 

1930 in N
etherlands India, Batavia, 1934.

【
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文
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A
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T

w
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A
non. 1926. “D

e Batikindustrie ”, D
jaw

a, T
ijdschrift van het Java-

5cent

＝f.1.0

、
茶
染
め
前
の
脱
ロ
ウkerok 20

×3cent

＝f.0.6

、
茶

染
め
前
の
ロ
ウ
置
きm

bironi 20

×3cent
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、
脱
ロ
ウm

babar 
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×10cent
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ロ
ウ
代
〇
・
二
五
ギ
ル
ダ
ー
、
綿
布
代
四
・
五

ギ
ル
ダ
ー
、
総
合
計
が
九
・
七
五
ギ
ル
ダ
ー
で
あ
る
。
販
売
価
格
は
最

初
コ
デ
ィ
（
二
〇
枚
）
あ
た
り
一
二
ギ
ル
ダ
ー
だ
っ
た
が
、
の
ち
に

一
一
ギ
ル
ダ
ー
に
下
が
っ
た
。
つ
ま
り
、
制
限
令
前
の
利
益
は
一
・

二
五
ギ
ル
ダ
ー
に
な
る
。
制
限
令
以
後
、
綿
布
代
が
五
・
二
五
ギ
ル
ダ
ー

に
値
上
が
り
し
た
た
め
企
業
の
利
益
は
〇
・
五
ギ
ル
ダ
ー
と
な
っ
た

［V
olksraad 1934-35 : 456

］。

　
（
6
）  

未
晒
綿
布
に
つ
い
て
の
ジ
ャ
ワ
の
港
別
輸
入
量
は
、
一
九
三
三
年
に

バ
タ
ヴ
ィ
ア
港
七
三
・
三
％
、
ス
マ
ラ
ン
港
一
八
・
一
％
、
ス
ラ
バ
ヤ
港

一
・
八
％
、
チ
ル
ボ
ン
港
六
・
八
％
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
四
年
に
な
る

と
バ
タ
ヴ
ィ
ア
港
四
二
・
三
％
、
ス
マ
ラ
ン
港
三
六
・
一
％
、
ス
ラ
バ
ヤ

港
一
二
・
六
％
、
チ
ル
ボ
ン
港
九
％
に
な
っ
た
［
台
湾
総
督
官
房
外
事

課 1936 :30

］。

　
（
7
）  

未
晒
綿
布
の
グ
レ
イ
・
シ
ャ
ー
チ
ン
グ
の
価
格
に
つ
い
て
は
輸
入
制

限
令
実
施
後
、
最
高
価
格
と
し
て
四
・
一
ギ
ル
ダ
ー
が
設
定
さ
れ
た

［A
lgem

een handelsblad N
ederlandsch-Indië 18-6-1935

］。

　
（
8
）  

同
時
期
、
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
で
も
分
業
が
中
心
で
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
製
作

全
て
を
行
え
る
よ
う
な
施
設
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
家
内
労
働
で
行

わ
れ
て
い
た
［M

vO
 M

idden-Java 1937 : 229

］。

　
（
9
）  

一
九
〇
九
年
、
貿
易
会
社
ウ
ィ
ヲ
ロ
ハ
ル
ジ
ョW

iw
orohardjo

が

綿
布
な
ど
を
購
入
す
る
目
的
で
資
本
金
二
万
五
千
ギ
ル
ダ
ー
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
。
一
九
一
一
年
、
ド
ヨ
ル
メ
ク
ソD

ojoroem
ekso

が
燃

料
を
買
う
目
的
で
資
本
金
五
千
ギ
ル
ダ
ー
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。

一
九
一
七
年
頃
、
バ
テ
ィ
ッ
ク
職
人
達
に
よ
っ
て
原
料
購
入
の
た
め
ス

デ
ィ
オ
ト
モSedhiotom

o

と
い
う
組
合
が
設
立
さ
れ
た
が
す
ぐ
に
解

散
し
た
。
一
九
二
〇
年
に
も
、
ブ
デ
ィ
ウ
ト
モ
の
ス
ラ
カ
ル
タ
支
部
で
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近
代
」『
民
族
学
研
究
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六
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三
．

関
本
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「
市
場
と
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台
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版
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台
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台
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織
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東
亜
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領
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